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専修大学情報科学研究所は、令和二（2020）年に設立 40 周年を迎えました。 

本研究所は、情報科学の研究・教育ならびに学内でのコンピュータ利用の促進・普及に資することを目的

として、1980 年 9 月に情報科学研究所の前身である情報科学研究会として設立されました。以来、本学の情

報科学関連分野の教員と専門分野での研究・教育にコンピュータを利用している教員とを中心に、情報科学

に関する研究・教育活動の相互交流を通して、研究の成果を広く世に問い、本学の発展に寄与することを目

指し活動してきました。具体的には、研究・調査の受託や指導、実務家と研究者の交流・情報交換を促進す

るセミナーの開催、研究者間の交流・情報交換を促進する研究会の開催、講演会の開催、共同研究への助成、

研究成果の刊行、外部イベントでの展示、地域向けの講習会の開催等をおこなってきました。特に川崎国際

環境技術展（https://www.kawasaki-eco-tech.jp/）へは 2009年の初回開催時より、情報科学研究所として所員の

研究成果を毎年出展しております。また、大学院教育の支援のため、大学院生の研究発表会も年に 1 回実施

しております｡

そして、情報科学研究所が設立 40 周年を迎えるにあたり、「大学におけるオンライン授業の支援事業」と

「情報科学研究所 40 年の歩みのまとめ事業」を中心に、以下に示すような記念事業を実施することにいた

しました。

 大学におけるオンライン授業の支援事業

 刊行物

 大学のオンライン授業を展開するための簡易ガイド（http://senshu-iis.jp/?p=1102）

大学の教員としてオンライン授業を実施する上で知っておくべき知識や、考えられる授業の方法等

を整理したガイドを作成・公開しました（日本経済新聞 4月 28日朝刊「大学の遠隔授業、「初めて」

ガイド 専修大が公開」に取り上げられました）。

 オンライン授業に関する特集号（所報）

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策の一環として 2020 年 8 月 31 日に本学で開催した

オンライン授業セミナー（IIS-OLS）の講演内容を記事としてまとめたものを特集号（所報）として

発刊しました。

巻頭言 

情報科学研究所 設立40周年にあたって 
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 イベント 

 第 1 回 情報教育研究会（2020年 8 月 6 日に開催（オンライン）） 

情報教育の研究と成果に関する研究会を実施しました。 

 オンライン授業セミナー（IIS-OLS）（2020 年 8月 31日開催（オンライン）） 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策の一環として本学で実施されたオンライン授業につ

いてのオンラインセミナーを開催しました。 

 第 2 回 情報教育研究会（2021年 1 月に開催予定） 

 第 13回川崎国際環境技術展への出展（2021年 1 月 21 日～2 月 5日） 

 情報科学研究所 40年の歩みのまとめ事業 

 情報科学研究所 40年の歩みをまとめたホームページの作成・公開 

情報科学研究所が設立 40 周年を迎えるのを機会に、過去を振り返り、未来に活かすために、本研究所 40

年の歩みをまとめたホームページを作成・公開します。 

 

このような記念事業を実施することは、これまでに専修大学情報科学研究所が蓄積してきた実績を次世代

に継承するとともに、本研究所の特色を活かしてこれから新しく展開する取り組みについて広く発信してい

くことで、社会に貢献する機会を広く持とうとすることを意図したものです。 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行の影響で社会が大きく変化していますが、専修大学情報科学

研究所は社会の変化に柔軟に対応しつつ今後も様々な活動を実施していく予定ですので、引き続きご支援を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  
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